
昭和 55 年 3 月 御園座 

主な配役 

 

昼の部 

「１９８０年のラブレター」 

長男正夫（曽我廼家文童） 次男和也（藤咲賛多郎） 次女初子（青葉寿々代） 

祖父房太郎（東光男） 三女桂子（秋葉陽子） 三男ひろし（藤田幸次郎） 初子

の友人美子（井上恵美子） 同英子（金山万美子） ひろしの友達甲田（鶴見寛

太郎） 同乙山（山崎怪童） 長女マキ子（四条栄美） 篠山竹二郎（八木五文

楽） 近所のゴルフ仲間山崎（伊吹聡吾朗） 同村下（里見たかし） 近所の未亡

人冬子（岸本康子） 竹二郎の義弟竹雄（白羽大介） 竹雄の妻政江（双葉弘

子） 八百屋（藤川八十吉） 魚屋（羽根田竜美） 近所の男（筑紫信幸） 近所

の主婦一（田代博子） 同二（鈴知音） 親類の人三蔵（岩田正） 同浪江（林千

恵） 同礼子（若葉） 同隆（名古屋五十三） 志津子の娘志乃（御園恵美子） 

志乃のフィアンセ江原（中川雅夫） 村松志津子（酒井光子）  

 

「花ざくろ」 

植木の運搬人 A(千葉蝶志朗） 同 B(藤咲賛多郎） 同 C(鶴見寛太郎） 同

D(藤川八十吉） お手伝いはる（林千恵） トラック運転手美里（岩田正） 客康

子（佐久良国子） その良人駒井（喜多康樹） 使用人平川（小島慶四郎） 知

人岸田（曽我廼家五九郎） PR ガーデン小泉（服部哲治） 禄樹園園主高橋

（伴心平） 加代子の伯父関（東光男） その妻よし子（双葉弘子） 高橋の妻ふ

み子（酒井光子） 知人元山（長谷川稔） 叔母塚本らく（滝見すが子） 植木職

人垣山三次郎（藤山寛美） 高橋の娘園江（滝由女路） その良人日野（渋谷天

笑） 三次郎の妻加代子（大津十詩子） 近所の奥様光枝（勝浦千浪） 同お手

伝い豊子（田代博子） 三次郎の友人安井（金乃成樹） 同山本（沢田光生） 

加代子の友人珠江（御陵多栄子） 

 

「駕や捕物帳」 

旅芸人おつう（岸本康子） 同おくみ（滝由女路） 同おゆう（御園恵美子） 飴

屋佐助（里見たかし） 女役者沢村時雨（勝浦千浪） 太夫元善造（白羽大介） 

弟子花江（佐久良国子） 同夕花（林千恵） 同立花（秋葉陽子） 同紅花（金山

万美子） 同千花（若葉美保子） 頭取太吉（喜多康樹） 芝居の男衆平太（藤

川八十吉） 江戸の旅人長五郎（曽我廼家五九郎） 同清七（服部哲治） 旅の

商人甲吉（山崎怪童） 旅の男乙太（藤田幸次郎） 同丙助（名古屋五十三） 

茶店の娘おくに（四条栄美） 仲間又助（長谷川稔） 中﨟岩花（滝見すが子） 



領主の奥方妙乃（大津十詩子） 腰元浪路（御陵多栄子） 同初音（青葉寿々

代） 同早苗（田代博子） 同雪路（井上恵美子） 同小浪（鈴知音） 御典医藪

井竹玄（沢田光生） 駕屋千鳥足の直作（小島慶四郎） 同うしろ向きの弥太

（中川雅夫） 領主前田能登守・盗賊赤鞘主水（藤山寛美） 家臣早瀬源吾（渋

谷天笑） 同赤沢主税（曽我廼家文童） 目明し仙吉（金乃成樹） 金貸し惣兵

衛（八木五文楽） 同心進藤（伊吹聡吾朗） 目明し藤七（千葉蝶志朗） 捕手

（鶴見寛太郎・羽根田竜美・筑紫信幸） その他、旅の者、捕手おおぜい 

 

 

夜の部 

「南紀音頭」 

調査依頼者山本（岩田正） 同春恵（佐久良国子） 同岡島（里見たかし） 秘書

保子（岸本康子） ビル経営者種池（伊吹聡吾朗） 探偵事務所所長緑川（八木

五文楽） 同所員芥（小島慶四郎） 種池の店の者吉村（鶴見寛太郎） 大川幸

子（大津十詩子） ABC電器社長石崎（白羽大介） 同秘書課長野村（渋谷天

笑） 幸子の妹真理子（滝由女路） 新婚の夫明夫（藤咲賛多郎） 同妻富子

（田代博子） 祭りの世話人石田（沢田光生） 同小西（千葉蝶志朗） 同太田

（山崎怪童） 観光協会役員高山（服部哲治） 旅館協同組合理事中村（金乃

成樹） 土地の娘市子（林千恵） 同二三子（秋葉陽子） 同知子（井上恵美子） 

幸子の母親兼子（双葉弘子） 石崎の妻芳江（勝浦千浪） 同息子学（曽我廼

家文童） 土地の男一（藤田幸次郎） 同二（藤川八十吉） 同三（羽根田竜美） 

同四（名古屋五十三） 同五（筑紫信幸） 同娘一（金山万美子） 同二（若葉美

保子） 同三（鈴知音）  

 

「晩春の詩」 

呉服商森田（喜多康樹） 鞄商袋井（長谷川稔） お手伝い米子（青葉寿々代） 

袋井の店員立川（筑紫信幸） 芸妓ふさ子（四条栄美） 井上はつ（酒井光子） 

姪弥生（御園恵美子） 幸一の弟清二（中川雅夫） 社長望月幸一（藤山寛美） 

同秘書課長大村（曽我廼家五九郎） 知人北川さく江（御陵多栄子） 良人栄

吉（伴心平） 幸一の叔母和枝（滝見すが子） 同父良造（東光男） 運転手吉

田（金乃成樹）  

 

「お種と仙太郎」 

住吉講世話方松吉（沢田光生） 同吉三（岩田正） 講中の人おえん（岸本康子） 

同お吉（佐久良国子） 同安次（千葉蝶志朗） 同京太（服部哲治） 同甲吉（藤

田幸次郎） 同鶴吉（鶴見寛太郎） 同乙松（藤川八十吉） 参詣の男伊助（白



羽大介） その女房お時（御陵多栄子） 宮司六条（伊吹聡吾朗） 巫女千乃

（秋葉陽子） 新町の太鼓持豆八（喜多康樹） 浪花屋助右衛門（八木五文楽） 

その客佐野屋（曽我廼家五九郎） 新町の女将お浅（勝浦千浪） 同芸者小万

（御園恵美子） 同菊丸（青葉寿々代） 同梅香（鈴知音） お岩の倅仙太郎（曽

我廼家文童） その女房お種（四条栄美） 住吉神社仕丁太吉（小島慶四郎） 

木津屋のご寮さんお徳（酒井光子） その息子清之助（渋谷天笑） その新妻お

初（田代博子） 茶店の女主人お岩（藤山寛美） 知り合いの人お富（滝見すが

子） その亭主佐吉（長谷川稔） 丹波屋清兵衛（伴心平） その女房おぬい（双

葉弘子） お種の姉お兼（大津十詩子） 丹波屋息子新二郎（中川雅夫） 新二

郎の妻お久（滝由女路） 丹波屋手代万吉（藤咲賛多郎） 講中の人（山崎怪

童・里見たかし・羽根田竜美・金山万美子） 通行の人（名古屋五十三・筑紫信

幸・井上恵美子・若葉美保子）  


